
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
４

ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
く
ら
が
わ
」
開
催

水
戸
線
羽
黒
駅
舎
改
築
に
貢
献
し
た
方
々
へ
感
謝
状
を
贈
呈

真
壁
ふ
れ
あ
い
生
き
い
き
サ
ロ
ン

ミ
ニ
運
動
会
開
催

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
精
神
受
け
継
ぐ

岩
瀬
高
校
戴
帽
式

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
真
壁
促
成
部

地
元
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

筑ち
く

輪わ

川が
わ

河
川
愛
護
会

河
川
功
労
者
表
彰
受
賞

カ
ラ
フ
ル
な
服
装
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
な

が
ら
完
走
を
目
指
す
参
加
者
の
皆
さ
ん

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
羽
黒
石
材
商

工
業
協
同
組
合
堀ほ

り 

政ま
さ

美み

代
表
理
事（
写

真
中
央
）
と
井い

の

上う
え

伸し
ん

二じ

下
館
駅
長（
写

真
左
）、
東

ひ
が
し 

大ひ
ろ

功の
り

JR
水
戸
建
築
技
術

セ
ン
タ
ー
所
長（
写
真
右
）

駅
舎
待
合
室
の
巾
木
の
絵
柄
を
デ
ザ

イ
ン
し
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
岩
瀬

日
本
大
学
高
等
学
校 

美
術
部
の
皆
さ

ん
と
関
係
者

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
も
と
、
ミ

ニ
運
動
会
の
準
備
運
動
を
す
る
参
加
者
た
ち

ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
戴
帽
し
、
火
を
と
も
し

た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
も
つ
岩
瀬
高
校
の
戴
帽
生

た
ち

大
塚
市
長
（
写
真
中
央
左
）
に
、
地
元
で
収

穫
し
た
新
鮮
な
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
た
Ｊ
Ａ
北

つ
く
ば
真
壁
促
成
部
の
皆
さ
ん
（
部
長
の
大

塚
康
史
さ
ん
〈
写
真
中
央
右
〉）

河
川
功
労
者
表
彰
を
代
表
で
受
賞
し
た
（
写

真
右
か
ら
）
曽
根
区
長 

堀ほ
り 

青せ
い

一い
ち

さ
ん
、
高
幡

区
長 

奥お
く

村む
ら 

昇の
ぼ
る
さ
ん
、
加
茂
部
第
二
区
長 

安あ

達だ
ち

啓け
い

一い
ち

さ
ん

　
５
月
18
日
、
桜
川
市
周
辺
道
路
を
コ
ー
ス
に
し

た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
４
ツ
ー

ル
・
ド
・
さ
く
ら
が
わ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
交
通
規
則
を
守
り
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
完
走
を
目
指
す
も
の
で
、
上
曽
峠
や

稜
線
林
道
な
ど
の
山
岳
部
を
含
む
コ
ー
ス
や
比
較

的
平
坦
な
道
を
走
る
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
市
内
の
史

跡
や
名
所
、
伝
統
産
業
を
ガ
イ
ド
付
き
で
散
策
す

る
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
晴
天
の
中
、
市
内

外
か
ら
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、
桜
川
市
周
辺
の

自
然
環
境
や
伝
統
的
な
町
並
み
を
楽
し
み
な
が
ら

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
10
日
、
水
戸
線

羽
黒
駅
の
駅
舎
改
築
工

事
に
お
い
て
、
地
場
の

特
産
で
あ
る
羽は

黒ぐ
ろ

青あ
お

糠ぬ
か

目め

石い
し

を
提
供
し
た
羽
黒

石
材
商
工
業
協
同
組
合

と
、
駅
待
合
室
内
の
彫

刻
画
デ
ザ
イ
ン
に
協
力

し
た
岩
瀬
日
本
大
学
高

等
学
校
美
術
部
の
皆
さ

ん
に
対
し
て
、
JR
東
日

本
水
戸
支
社
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
６
月
19
日
、
真
壁
体
育
館
で
、
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
の
「
真
壁
ふ
れ
あ
い
生
き
い
き
サ
ロ
ン 

ミ
ニ
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
、
真
壁
地
区
の
高
齢

者
１
２
５
人
が
参
加
し
、
競
技
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る「
ふ
れ
あ
い
生
き
い
き
サ
ロ
ン
」参
加
者
を
対
象

に
、健
康
維
持
と
介
護
予
防
を
目
的
に
、シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
や
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
協
力
の
も
と
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
や

輪
投
げ
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
運
び
な
ど
で
、
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
６
月
６
日
、
岩
瀬
高
等
学
校
で
戴
帽
式
が
開
催

さ
れ
、
衛
生
看
護
科
３
年
生
37
人
が
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

　
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
開
催
さ
れ
た
式
は
、
看

護
師
へ
の
道
を
確
実
に
歩
ん
で
い
く
決
意
と
覚
悟

を
示
す
儀
式
で
、
小こ

山や
ま 

茂
し
げ
る

校
長
か
ら
ナ
ー
ス

キ
ャ
ッ
プ
を
手
渡
さ
れ
戴
帽
し
た
生
徒
た
ち
が
、

火
を
と
も
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
持
っ
て
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
誓
詞
を
唱
え
ま
し
た
。

　
戴
帽
生
を
代
表
し
て
梶か

じ

川か
わ 

楓か
え
で

さ
ん
が
、「
相
手

を
思
う
気
持
ち
を
持
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
で
、

看
護
の
視
野
を
広
げ
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
５
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
真
壁
促
成
部
の
皆

さ
ん
が
大
塚
市
長
を
訪
問
し
、
桜
川
市
で
収
穫
さ

れ
た
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大
の
協
力
を
要
望

し
ま
し
た
。

　
訪
問
し
た
の
は
同
部
部
長
の
大お

お

塚つ
か

康や
す

史し

さ
ん
と

部
会
役
員
４
人
で
、
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る
こ

だ
ま
ス
イ
カ
や
、
新
鮮
な
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
、

商
品
開
発
し
た
無
塩
・
無
添
加
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
を
大
塚
市
長
や
関
係
部
署
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
大
塚
部
長
か
ら
販
路
拡
大
の
協
力
要
望
を
受
け

た
大
塚
市
長
は
、「
市
の
農
業
発
展
の
た
め
に
、

積
極
的
に
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
26
日
、
東
京
都
で
、「
平
成
26
年
度
河
川

功
労
者
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、加
茂
部
第
二
地
区
・

高
幡
地
区
・
曽
根
地
区
の
３
行
政
区
で
構
成
さ
れ

る
筑
輪
川
河
川
愛
護
会
が
、
河
川
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
河
川
協
会

が
河
川
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

昭
和
24
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
同
会
が
市
内
東
部
を
流
れ
る

一
級
河
川
筑
輪
川
で
、
河
川
沿
い
の
除
草
や
清
掃

な
ど
、
河
川
美
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
河
川
環
境
の
保
全
意
識
向
上
に
尽
力
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
４
日
23
日
、
平
成
25
年
度
交
通
安
全
県
民
運
動

模
範
推
進
者
と
し
て
飯い

い

泉ず
み

貴た
か

行ゆ
き

さ
ん（
真
壁
町
細
芝

地
区
）、 

飯い
い

泉ず
み

健け
ん

太た

朗ろ
う

さ
ん（
真
壁
町
亀
熊
地
区
）が
、

茨
城
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
両
氏
が
平
成
24
年
６
月
に
谷
貝
小
学

校
児
童
が
登
校
中
に
車
と
接
触
し
、
ケ
ガ
を
す
る

事
故
の
あ
っ
た
翌
日
か
ら
、
歩
道
が
整
備
さ
れ
る

ま
で
毎
日
児
童
と
共
に
学
校
ま
で
通
学
路
を
歩

き
、
児
童
の
交
通
安
全
に
献
身
的
に
努
め
た
功
労

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
現
在
は
そ
の
効
果
が
あ
り
、
保
護
者
な
ど
交
代

で
子
ど
も
達
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
、
地
域

で
立
哨
活
動
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
県
民
運
動
模
範
推
進
者
の

２
人
に
県
知
事
か
ら
感
謝
状

写
真
右
か
ら
飯い

い

塚づ
か 

武
た
け
し

桜
川
警
察
署
長
、
飯
泉

健
太
朗
さ
ん
、
飯
泉
貴
行
さ
ん
、
大
塚
市
長
、

榎え
の

本も
と 

保
た
も
つ

桜
川
地
区
交
通
安
全
協
会
長

つ
く
ば
渓
流
会

ヤ
マ
メ
５,
０
０
０
匹
放
流

５,
０
０
０
匹
の
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
仕
分
け
す

る
つ
く
ば
渓
流
会
の
皆
さ
ん

　
５
月
11
日
、
つ
く
ば
渓
流
会
の
会
員
の
皆
さ
ん

と
一
般
の
参
加
者
約
60
人
が
、
筑
波
山
頂
を
源
流

と
す
る
真
壁
町
羽
鳥
地
内
の
緑
あ
ふ
れ
る
渓
流

男み

な

の女
川
に
、
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
つ
く
ば
の
自
然
を
愛
し
、
そ
こ

に
生
息
す
る
魚
の
保
護
・
育
成
お
よ
び
釣
り
人
の

資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
会
が
約

40
年
前
か
ら
続
け
て
い
る
事
業
で
す
。

　
当
日
は
、
５
千
匹
の
稚
魚
を
放
流
。
同
会
長
の

小こ

林
ば
や
し 

茂し
げ
る

さ
ん
（
真
壁
町
真
壁
地
区
）
は
「
こ
の

つ
く
ば
の
沢
に
は
、
ヤ
マ
メ
の
生
息
で
き
る
環
境

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
渓
流
環
境
を
皆
さ
ん
と

見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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